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朴 恵淑 park@mie-u.ac.jp
三重県地球温暖化防止活動推進センター長／三重大学特命副学長（環境・SDGs）

1. 国連持続可能な開発目標(SDGs; UN Sustainable Development Goals)
の背景・目標 (2030年)

2. 国連気候変動枠組条約第21回締約国会議(COP21；パリ協定書)とSDGs

3. 伊勢志摩サミット・桑名Jr.サミットとSDGs 

4. 脱炭素社会・カーボンニュートラル社会（グリーン・デジタル・地方・子供）
とSDGs (2050年)

5. 四日市公害から学ぶ「四日市学」と持続可能な三重創生とSDGs
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専門分野：環境地理学（大気汚染・地球温暖化）・四日市公害から学ぶ「四日市学」・国連持続可
能な開発目標（UNSDGs）・ユネスコ持続可能な開発のための教育（UNESCOESD)

1. 韓国梨花女子大学・大学院修士課程修了（地理学）、助教

2. 筑波大学大学院（地球科学研究科）博士課程修了（理学博士；地理学・水文学）、
筑波大学大学院環境科学研究科文部技官

3. アメリカ University of Houston 地球科学科、 Postdoctoral Fellow

4. 三菱生命科学研究所特別研究員

5. 三重大学人文学部助教授・教授

6. 三重大学学長補佐（環境ISO14001認証取得；国立大学初の一括認証取得）

7. 三重大学理事・副学長（国立大学初の外国人理事・副学長；企画・評価・環境・国際交流・男女
共同参画）（国立大学（総合大学）初のユネスコスクール登録）

8. 三重大学人文学部教授・地域イノベーション学研究科教授

9. 三重大学地域ECOシステム研究センター長・北勢サテライト「SDGs研究会」代表

10. 三重大学特命副学長（環境・SDGs)・地域イノベーション学研究科特任教授

*2012.10.7.    第3回「津田梅子賞」受賞
*2012.12.12. 平成24年度「地球温暖化防止活動環境大臣賞」受賞
*2015.10.29.  第21回「日韓国際環境賞」受賞

朴 恵淑 （パク ケイシュク；Ph.D. Hye-Sook PARK) park@mie-u.ac.jp   
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Scientific American (1989)

地球の夜景 (1980年代）

地球の夜景 (2000年代） 3

温室効果ガス(CO2)の排出と吸収
・自然が吸収できる温室効果ガス（CO2)の量に対して、排出される量は２倍くらい多い

・化石燃料の消費によって、大気中のCO2濃度上昇 （280ppm ⇒ 391ppm）

・21世紀末までには、20世紀末と比べて2.6℃～4.8℃上昇

51億 93億

391ppm

出展：環境省「カーボン・オフセットガイドブック２０１４」
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図４ 複数の気候予測モデルに基づく1950～2100年の世界平均地上気温の経年変化（1986～2005年の平
均との比較）（上図）及び複数の気候予測モデルと力学的諸過程を含む氷床モデルの組み合わせに基づく
21世紀における世界平均海面水位の変化の予測（1986～2005年平均との比較）（下図）。全てのRCPシナ
リオに対して、2081～2100年の平均が取る可能性の高い値の範囲を縦のカラーバーで、対応する中央値を
水平線で示している。

1950～2100年の
世界平均地上気温の経年変化

21世紀における
世界平均海面水位の変化の予測

 +4.8℃上昇 +82cm上昇
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・既知の約176万種のうち、47,677種について評価
→ 約3割にあたる種が絶滅危惧種

・人類は種の絶滅速度を自然状態の1,000倍に加速

準絶滅危惧

軽度懸念

情報不足

絶滅危惧Ⅱ類

絶滅・
野生絶滅

絶滅危惧IA類

絶滅危惧IB類

出典：ミレニアム生態系評価

世界の生物多様性の現状

約6500万年前； 1000年に1種
約100年前； 1年に1種
現在; ； 年に40000種、1日約100種、1時間約4種絶滅

36% (17,291種） 6

気候変化（1981-2010）
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真夏日

（日最高気温30℃以上）
の日数変化

熱帯夜

（日最低気温25℃以上）
の日数変化

冬日

（日最低気温0℃より低い）
の日数変化

三重県の気候変化

熱帯夜（日最低気温25℃以上の日） の日数の経年変化
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真夏日（日最高気温30℃以上の日） の日数の経年変化

出典：東京管区気象台「気象変化レポート2012」

50年間で
津

9.1日増加

100年間で

50年間で
27.3日減少
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「地球温暖化は世界で現実に起きている事実である。
対策を取りたくない人々にとっては、不都合な真実である。」

ハリケーン カトリーナは上陸（2005年8月29日）直前に、中心気圧902ヘクトパスカル、最大風速約７５メートル、最大瞬間風速約90
メートルを記録。風速25メートル以上の暴風域は半径約220キロに及んだ 。
・死者：1300人（気象庁資料）
・経済への影響 ： 米議会は既に2度の補正予算を組み、計623億ドルのハリケーン対策費を計上。財政赤字は必須。
・保険金支払額 ： 最大344億ドル（保険サービスオフィス（ISO） の調査、ロイター通信05.10.4） →米国史上最悪
・物流 ： 大豆等を輸出する物流拠点の機能マヒ（穀物輸出の60%がミシシッピ川経由）
・農産物の被害 ： 9億ドル（米農務省発表）
・原油価格の高騰 ： ガソリン価格 2.61ドル（8月最終週）→3.07ドル（9月第1週）

AN INCOVENIENT TRUTH AL GORE

総雨量2000mmの大雨が 
『想定外』の事象 とはいえない時代に入ったと考えている。
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(1) 環境と開発に関する国連会議（地球サミット）
（リオ・デ・ジャネイロ；1992.6.)
* 国連気候変動枠組条約（UNFCCC）
* 国連生物多様性条約 (UNCBD)
* 国連砂漠化防止条約 (UNCCD)
(2) UNFCCC COP3（京都議定書；1997.12)
(3) 国連ミレニアムサミット（ニューヨーク；2000.9)
* 国連ミレニアム開発目標(MDGs)
(4) 持続可能な開発に関する世界首脳会議(Rio+10)
（ヨハネスブルグ；2002.8）
(5) ユネスコ持続可能な開発のための教育(ESD)
(6) UNCBD COP10（名古屋議定書；2010.10)
(7) 持続可能な開発のための教育 (ESD)に関するユネスコ世界会議 (愛知・
名古屋；2014.11）

(8) 国連持続可能な開発サミット（ニューヨーク；2015.9)
＊国連持続可能な開発目標(SDGs) ＊Society 5.0とSDGs未来都市（日本）
(9) UNFCCC COP21（パリ協定書；2015.12)
(10) 伊勢志摩サミット・桑名ジュニアサミット(2016.4.&2016.5.) 10

UN持続可能な開発目標
(SDGs) 2015.9.   
2016-2030
17 Goals - 169 Targets
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SDGs（Sustainable Development Goals;
持続可能な開発目標）

◎ 2015年9月、ニューヨーク国連本部において「国連持続可能
な開発サミット」で、すべての加盟国（193カ国）が採択した世界
の開発目標

◎ ミレニウム開発目標(Millennium Development Goals; MDGs)
の残された課題に都市、気候変動（地球温暖化）、格差などの
課題の解決

◎ 2016年〜2030年までの目標で、17のゴール、169のター
ゲット

◎ 産官学民のすべてのステークホルダー（グローバル・パート
ナーシップ）で取り組む課題とその目標

◎ 大変革 Transforming our world

◎ 誰一人取り残さない No one will be left behind
12
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 SDGsと日本

(1) 日本の課題
‒ 貧困と格差
‒ 少子高齢化・人口減少
‒ 気候変動・災害
‒ ジェンダー不平等（ジェンダー・ギャップ指数(政治・経済・教育・健康；2021)
日本；120位 vs 韓国；102位, 中国；107位, フィリピン；17位, 1位；アイスランド）

‒ 多様性の排除 
‒ 脱炭素社会・カーボンニュートラル社会（グリーン・デジタル・地方・子供）
(2) 日本政府の取組
「SDGs推進本部」 (2016) 
「SDGs実施指針」 
「SDGsアクションプラン」 13

日本とSDGs 〜日本政府の取組

◎2016年5月に総理大臣を本部長とする
｢SDGs推進本部｣が設立され、日本政府の取り
組みがスタート。同年12月に「SDGs実施指針」
公表

◎2017年12月に、「第1回ジャパンSDGsアワー
ド」の開催及び「SDGsアクションプラン2018」を
公表し、官民によるSDGsの主要な取り組みを
発信

2018年6月に、SDGsの達成に向けた優れた取
り組みを提案する自治体（29自治体）を「SDGs
未来都市」として選定

◎2020年の東京オリンピック・パラリンピックな
どにおいて、日本のSDGsモデルを世界に発信

SDGsに関する国の動向

2016年
5月

12月

2017年
12月

2018年
6月

2019年
冬

SDGs推進本部設置
（本部長：安倍総理大臣）

「SDGsアクションプラン2018」公表
第1回「ジャパンSDGsアワード」開催
SDGs未来都市 選定
（29自治体、うちモデル事業10自治体）

「SDGs実施指針」策定

「SDGs実施指針」改定

日本のSDGsモデルを世界に発信！
○ G7/G20サミット（日本開催）
○ 東京オリンピック・パラリンピック大会
○ 万博誘致（2025年） 14
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「Society 5.0 for SDGs」の実現に向けて
経団連中西宏明会長新年メッセージ(2018年）

「Society 5.0」とは、人類社会において、狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く第５段階の新たな社会
「創造社会」であり、デジタル革新と多様な人々の想像・創造力の融合によって社会の課題を解決し、価値を創造
する社会である。雇用の喪失やデータの囲い込みによる格差の拡大、プライバシーのない監視社会の到来など、
デジタル化による暗い未来を予想し、これを懸念する声もある。しかし、ｌｏＴやＡｌの活用により、人が単純作業から
解放される時代だからこそ、人が人ならではの創造性を発揮し、最先端技術を使って新しい未来社会を創造して
いくことが可能になると信じる。
経団連では、デジタル化を悲観的にとらえるのではなく、デジタル化を通じた明るい社会の創造という、未来に向
けた前向きなコンセプトを日本から世界に発信していくことを意図して、Society 5.0の包括提言を策定した。
Society 5.0で生活や産業のあり方は大きく変わる。Society 5.0は、デジタル革新を通じて、経済成長だけでなく、
社会課題の解決や自然との共生を目指すものである。また、国連が掲げるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成
にも貢献することができる。提言では、目指すべき具体的な社会像を「Society 5.0 for SDGs」の社会と位置付けた。
今後、経団連はこの提言をさらに磨き上げ、実現の旗振り役を担い、日本の経済社会の変革を主導していく。
今年は、「Society 5.0 for SDGs」を中心とする成長戦略の強化に加え、社会保障制度の持続可能性確保や財政
健全化など構造改革の推進、自由で開かれた国際経済秩序の維持・強化に向けた経済外交の展開を活動の３本
柱に据えて、この不確実な時代を乗り越え、新しい時代を果敢に切り拓いていく。

SDGs経営
(1)企業の社会的責任(CSR)から共通価値の創造(CSV)へ

CSR(Corporate Social Responsibility)→CSV (Creating Shared Value)
(2) 大変革

Transformation our world (Inside-out→Outside-in, Future-fit benchmarks)
(3) 誰一人取り残さない

No one will be left behind    United Nations General Assembly A/70/L.1 18 September 2015

16



5

17 1990 2005 2020 20502010

Kyoto Protocol （- 6％ by 2012; 1990）
Target in the Medium-term Plan

(- 26% Reduction by 2030; 2013)
ＥＵ （- 40％ by 2030; 1990）

     USA   （- 26 -28％ by 2025; 2005）

     Korea ( - 37% by 2030; BAU)

Target in the Medium-term Plan
(- 25% Reduction by 2020; 1990)

Target in the Long-term Plan          
(- 60 - 80% Reduction by 2050)

Hatoyama Initiative (2008)

2008- 2012

Strategy of CO2 Reduce in Japan

12.6    
Hundred  
Million Ton 
CO2

Abe Cabinet (2015)
Carbon Neutral (2050)
CO2 Zero 
Suga Cabinet

Carbon Neutral 
(2030)
CO246%

U.S.A.
(2030)
CO2 50-52%
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○再生可能エネルギー
・太陽光発電 ・風力発電
・燃料電池

○省エネ
・ヒートポンプ ・LED

○エコカー ○大衆交通機関 ○スマートハウス(HEMS)

断熱材
複層
ガラス

可動庇

太陽光発電

ヒートポンプ

エアコン

エアコン

太陽光集熱器

床暖房

風力発電

浴槽・トイレ等

浴槽・トイレ等

雨水

貯水層

散水

家庭内利用・
売電

壁面
緑化

薪ストーブ

インバータ

断熱材
複層
ガラス

可動庇

太陽光発電

ヒートポンプ

エアコン

エアコン

太陽光集熱器

床暖房

風力発電

浴槽・トイレ等

浴槽・トイレ等

雨水

貯水層

雨水

貯水層

散水

家庭内利用・
売電

壁面
緑化

薪ストーブ

インバータ

脱（低）炭素社会・カーボンニュートラル社会
グリーン・デジタル・地方・子供
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COP21パリ協定書 (Paris Agreement)

(1)長期目標
産業革命からの気温上昇を2℃未満にし、1.5℃に押さえる努力を
する。今世紀後半に温室効果ガスの輩出をゼロにすることを目指す。
(2)排出削減
すべての国が排出削減に取り組み、すべての国が目標や取り組
みを5年毎に報告する。最初の評価を2023年に行う。
(3)資金
先進国が発展途上国への支援資金を提供する。
(4)地球温暖化へ適応と被害救済
温暖化への悪影響への適応能力を向上させる。国際的な仕組み
を各国が支援する。
(5)透明性
透明性向き上のため、各国の削減目標の内容などを報告するた
めの枠組みを設立する。
＊(6)特記事項
若者・女性・地方自治体

20
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国連気候変動枠組条約第21回締約国会議 （COP21）
パリ協定書 （Paris Agreement) 2015.11-12

21 地球温暖化防止パリ協定書 (COP21)ユース・ジェンダー・地方自治体

地球温暖化防止パリ協定書 (COP21) 2015.12.
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伊勢志摩サミット(2016.5.26-27)
経済・環境（地球温暖化）・エネルギー・ジェンダー

伊勢志摩サミット
２０１６年５月２６日〜２７日

桑名Jr. サミット
２０１６年４月２２日〜２８日

（４月24日） 23

桑名ジュニアサミット
2016
（１）水環境
・水資源
・防災
（２）食
・和食（COOL JAPAN)
・ハマグリ
（３）文化
・千羽鶴
．・石取祭
（４）観光産業
・ナガシマリゾート
・インバウンド観光産業
（５）男女共同参画
・WLB
・働き方改革
（６）国際化
・多文化社会
・グローバル人材育成

24
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25

東西約８０㎞，南北約１７０㎞
総面積・・・・・・・５，７７６．８７k㎡
総人口・・・・・・・１，８５４，７２４人
総世帯数・・・・・７０３，２３７世帯
海岸線延長・・・１，０８８km

熊野灘

奈良県

三重県

日本列島のほぼ中央部
北緯 ： ３３°４３′２２″～ ３５°１５′２８″
東経 ：１３５°５１′１２″～１３６°５９′１５″

25

Population in Mie
823,631

512,635

256,897

182,779

85,847

Total 1,861,789 Persons

26

Amount of Manufacture in Mie
61,636

17,032

5,337

8,528

794

Total Amount   9332.8 Billions Yen

KIOXIA/ Sharp/ Honda Co.
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「ミッションゼロ ２０５０ みえ〜脱炭素社会の実現を目指して」宣言
(2019.12.15.)

28
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三重県環境基本計画〜持続可能な「スマート社会みえ」をめざして

29

2020年度SDGs未来都市選定都市一覧＊自治体SDGsモデル事業 （都道府県・市区町村コー

ド順）
＊宮城県石巻市 最大の被災地から未来都市石巻を目指して グリーンスローモビリティと「おたがいさま」で支え合う持続可能なまちづくり
＊東京都豊島区 消滅可能性都市からの脱却 ~持続して発展できる「国際アート・カルチャー都市」への挑戦
＊石川県金沢市 世界の交流拠点都市金沢の実現 ~市民と来街者が「しあわせ」を共創するまち
＊三重県いなべ市 グリーンクリエイティブいなべ “グリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」から、カジュアルなSDGs推進を世界へ”
＊京都府亀岡市 「かめおか霧の芸術祭」 x X(かけるエックス) ~持続可能性を生み出すイノベーションハブ
＊大阪府・大阪市 2025年大阪・関西万博をインパクトとした「SDGs先進都市」の実現に向けて
＊大阪府富田林市 SDGsを共通言語としたマルチパートナーシップによる“富田林版”いのち輝く未来社会のデザ イン
＊岡山県倉敷市 多様な人材が活躍し，自然と共存する“持続可能な流域暮らし”の創造 ~高梁川流域圏の発展は倉敷市の発展
＊愛媛県松山市 みんなを笑顔に “観光未来都市まつやま” ~瀬戸内の 島・里・山を つなぐまち
＊沖縄県石垣市 自然と文化で創る未来 ~守り・繋ぎ・活きる島 石垣
岩手県岩手町 トリプルボトムラインによる町の持続可能性向上モデルの構築・実証 ~SDGs姉妹都市×リビングラボ~
宮城県仙台市 「防災環境都市・仙台」の推進
山形県鶴岡市 森・食・農の文化と先端生命科学が共生する‟いのち輝く、創造と伝統のまち 鶴岡“
埼玉県春日部市 春日部2世、3世その先へと住みつなぐまち ~未来へ発信する世代循環プロジェクト
神奈川県相模原市 都市と自然 人と人 共にささえあい生きる さがみはらSDGs構想
石川県加賀市 官民協働のスマートシティによる持続可能なまち
石川県能美市 能美市SDGs未来都市 暮らしやすさ日本一実感できるまちへ
長野県大町市 SDGs共創パートナーシップにより育む「水が生まれる信濃おおまち」サステナブル・タウン構想
岐阜県 SDGsを原動力とした持続可能な「清流の国ぎふ」の実現
静岡県富士市 富士山とともに 輝く未来を拓くまち ふじ
静岡県掛川市 市民協働によるサステナブルなまちづくり
愛知県岡崎市 “みなも”きらめく 公民連携サスティナブル城下町 OKAZAKI ~乙川リバーフロントエリア~
三重県 若者と創るみえの未来 “持続可能な社会の構築” ＊三重県志摩市 持続可能な御食国の創生 （２０１８年年度）
滋賀県湖南市 さりげない支えあいのまちづくり こなんSDGs未来都市の実現【シュタットベルケ構想】
大阪府豊中市 とよなかSDGs未来都市 ~明日がもっと楽しみなまち
兵庫県明石市 SDGs未来安心都市・明石~いつまでも すべての人に やさしいまちを みんなで
広島県東広島市 SDGs未来都市東広島 未来に挑戦する自然豊かな国際学術研究都市
香川県三豊市 せとうちの海と山とまち ~ひろく豊かな田園都市・多極分散ネットワーク型みとよ形成事業
高知県土佐町 持続可能な※水都源道府の県ま・ち市土区町佐村町コード順 ~人々の豊かな営みが「世界」を潤す水を育む
福岡県宗像市 「世界遺産の海」とともに生きるSDGs未来都市 むなかた
長崎県対馬市 自立と循環の宝の島 ~サーキュラーエコノミーアイランド対馬
熊本県水俣市 みんなが幸せを感じ、笑顔あふれる元気なまちづくり
鹿児島県鹿児島市 “活火山・桜島”と共生し発展する持続可能なSDGs未来都市・鹿児島市

30

1

１ ． プラスチックごみによる海洋汚染の状況

出典：タイ天然資源環境省

2050年には魚の量を上回るとの試算も
観光、漁業にも影響が

出典：タイ天然資源環境省出典：UN World Oceans Day
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県民力で創る「環境先進県」三重県
・三重大学モデルから三重モデルへ
・三重環境県民会議；レジ袋ないない運動 (レジ袋有料化）
・海の生物多様性保全；マイクロプラスチックによる海洋汚染防止

・三重県内のレジ袋の年間使用量
→ 約5億6千万枚 ※日本の年間流通量約300億枚
・一人あたり年間約300枚
・原油約1,120万リットル（200リットルドラム缶
約5万6千本）
※1枚あたり原油約20ｍｌ
※日本の年間レジ袋の原油使用量約6億リットル
※日本の1日あたりの原油輸入量約7億リットル

・1枚あたり単価2 - 5円
（三重県内；年間約20億円）
・二酸化炭素排出量（1枚あたり約100ｇ）
→ 約56,000トン
※三重県の年間二酸化炭素排出量約2,500万トン

32



9

平成20年10月1日実施

平成20年9月1日実施

平成20年7月1日実施

平成21年4月1日実施
平成20年11月11日実施
平成19年9月21日実施

平成21年1月23日/2月1日実施

平成21年4月1日実施

「三重モデル」 産官学民の連携による三重県
全自治体のレジ袋有料化成功事例

平成21年9月1日実施

平成22年4月1日実施

平成24年4月1日実施

33

レジ袋有料化（2020.7.1)

34

Figure   Main pollution areas in Japan in the 1960’s

公害列島日本（1960年代）

35

四日市第一コンビナート

四日市第二コンビナート

四日市第三コンビナート

四日市公害の過去・現在・未来

四日市喘息四日市公害 四日市公害訴訟
(1972.7.24.)

36



10

37

「四日市公害と環境未来館」(2015.3.21)

（１）市民・教育機関・企業・行政とのパートナーシップの連携による資料館

（２）四日市公害の教訓から学び、環境と経済の好循環の持続可能な社会、世
界一の環境先進都市四日市を創るツールとなる資料館

（３）国際環境協力のプラットフォームとなる常に成長する資料館

四日市公害語り部 故野田之一さん『四日市公害判決が出た1972年7月24日には、「皆

さんにありがとう。」が言えなかった。四日市コン

ビナートに本来の自然が戻り、皆が環境の大切さに

気づいてくれる時に「本当にありがとう！」と言い

たい。ただ、四日市公害関係者が高齢となり、私も 

80才となったことから、そろそろ言わないと行けな

いと思う。皆さんに聞きたい「私がありがとう！と

言える時はいつになるのでしょうか。」』「四日市

公害訴訟判決40周年語り部との三重大学交流会」

2012.6.6.)
38

四日市公害から学ぶ「四日市学(YOKKAICHI Studies)」

(1) 法制度の整備
(2) 環境政策
(3) 環境技術
(4) 企業の環境倫理・共通価値創造
(CSR→ CSV)
(5) 環境ビジネス
(6) 地域住民の連携・参画
・市民ガバナンス
・持続可能な社会構築
・産学官民の協働型地域づくり
(7) グローカル人財養成（SDGs)
・UNECOESDとUNSDGs
・「四日市学」(2000.4.)
→ 三重大学教養教育 (2004.4.～現在) 
(8) 認識共同体の構築
・ステークホルダーとのネットワーク
・国際環境協力 (アジア・太平洋）

四日市公害訴訟判決（1972.７.24)
・企業の共同責任、共同不法行為の
認定
・大気汚染と喘息などの非特異的閉
塞性肺疾患の「疫学的因果関
係論」の認定

環境政策（総量規制）・最先端の環境
技術
・公害防止条例の改正（1971年） 
・全国初の総量規制公布（1972年）
・環境技術
・UNEP The Global 500 (1995年) 
・ICETT
・四日市公害と環境未来館 (2015
年）
・四日市イニシアチブ

39

北東アジアの黄砂・PM2.5と国際環境協力

要因
砂漠化
地球温暖化
森林伐採
降水量の変動
脆弱性

影響
健康被害
産業活動低下
生態系破壊

天安門 東京都庁

40
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四日市公害の過去・現在・未来を問う「四日市学」

（１）四日市公害と環境未来館
２０１５年３月２１日、経済と環境との持続可能な発展を図るより、経済優先の政策による環境破壊がもたらした負

の遺産としての四日市公害が発生して半世紀を過ぎて、「四日市公害と環境未来館」がオープンした。四日市公害の
教訓を活かし、四日市市が世界一の環境先進都市となるために、産官学民との連携による取り組みが求められてい
る。一旦破壊された自然界が元に戻るには、気が遠くなるほどの年月と経費、限りない努力が必要であることを国内
外に伝える、過去の負の遺産を未来の正の資産に替えるプラットフォームとなる。

（２）越境性大気汚染（黄砂・PM2.5)
韓国や中国など、アジア諸国において、日本の過去の４大公害のような環境破壊による、人間の健康被害及び生

態系の破壊が進んでいる。
韓国の国家産業団地では日本の４大公害の複合型となる温山病が、北京はPM2.5に代表される大気汚染が中国内
に深刻な被害をもたらすだけでなく、韓国、日本へ飛来し、越境性大気汚染をもたらしている。アジア諸国の急激な
経済成長に伴う、過去、日本の４大公害のような環境問題に悩まされるなど、共通の問題に直面している。四日市公
害の教訓を活かした、国際環境協力が必要不可欠となる。

（３）産官学民のパートナーシップによる持続可能な社会構築(SDGs)
２１世紀は環境の時代と言われている。環境問題への解決には、社会性・創造性・人間的知性に冨んだ、科学的

知見や技能を身につけた、人と自然の調和・共生を図れる地域に根ざし、世界に通用する「グローカル環境人財」が
鍵を握っている。過去の負の遺産を未来の正の資産にかえる、四日市公害から学ぶ「四日市学」は、産官学民の
パートナーシップによる、持続可能な社会構築(SDGs)に有効なツールとなる。

41

「ウィズ・アフターコロナ時代を生きる〜ニューノーマル対応」

（１） ウィズコロナ・アフターコロナ時代に向けてパラダイム・シフト
① グローバルとローカルとの融合（グローカル）
→ グローバル化かローカルか から グローバル と ローカルへ
→ 産業の国際的分業化 から 国内産業 へ シフト
② 都市と地域創生
→ 都市か地域か から 都市 と 地域の共生
→ テレーワーク、オンライン 普及による職場と住居の概念変化
③ 持続可能な社会（サステイナブル社会）へSDGs
→ 経済か環境か から 経済 と 環境 と 社会へ調和
（２） 中部・三重の強みをさらに強く、弱みを補うレジリエンス（しなやかな）イノベーション
① 豊かな自然（山―川―里―海）
→ 日本一の内湾（伊勢湾）
② 四日市公害克服の教訓
→ 経済と環境の調和、持続可能な社会（SDGs）のトップランナー
→ 過去の負の遺産を未来の正の資産へ、共通価値の創造（CSV）
③ 産業
→ 中部・三重の伝統技術、先端技術の拠点
④ ダイバーシテー社会（多様な文化）
→ 日本の心のふるさと（伊勢神宮、熊野三山）
→ 東西文化の十字路
（３） 国連持続可能な開発目標(SDGs; ピンチをチャンスに変えるツール）
① 脱炭素社会・カーボンニュートラル社会中部・三重創生
②  グローカル人財育成
③  情報発信
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UN持続可能な開発目標
(SDGs) 2015.9.   
2016-2030
17 Goals - 169 Targets

国連気候変動枠組条約第26回締約国会議 (COP26；
イギリス・グラスゴー会議; 2021.11.1-12） に三重大学
生代表団派遣予定、学長、朴

国連気候変動枠組条約第15回
締約国会議 (COP15；コペンハー
ゲン会議; 2009.12.） に三重大
学生代表団派遣（4名）・朴

43

持続可能な三重創生と国連持続可能な開発目標（SDGs）・

ユネスコ持続可能な開発のための教育(ESD) との連携戦略

国際連携 地域連携持続可能な
三重

世界 企業／行政

住民／NPO

教育／
研究機関

アジア／
太平洋

国連／
国際機関
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  持続可能な三重創生戦略とSDGs

脱（低）炭素社会

自然共生社会

持続可能な三重創生

循環型社会
地球温暖化防止／エネルギー 3R/環境と経済の好循環

四日市公害から学ぶ「四日市学」／生物多様性保全

UNSDGs-UNESCOESD

国際理解／多文化共生
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